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仙台塩釜港（塩釜港区）
震度6強

気象庁の公表資料より国土交通省港湾局作成

震源地、マグニチュード、震度分布 津波の高さ及び到達時間※
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久慈港 震度5弱
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小名浜港 震度6弱

茨城港（日立港区）
震度6強茨城港

（常陸那珂港区）
震度6弱

茨城港（大洗港区）
震度5強

鹿島港 震度6弱

室蘭港 震度3

函館港 震度4
苫小牧港
震度4

むつ小川原港
震度4

十勝港 震度4

釧路港 震度4
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2011年3月11日
15時08分 M7.4

2011年4月7日
23時32分 M7.1

2011年3月11日
14時46分 M9.0

2011年4月11日
17時16分 M7.0

2011年3月11日
15時15分 M7.7

凡例
: 国際拠点港湾、
重要港湾の位置

× : 震源地（M7.0以上）

４－１ 東北地方太平洋沖地震及び津波の概要
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未調査

津波の高さは気象庁の公表資料、海岸工学委員会の調査結果および日本津波被害総覧（1985）
より国土交通省港湾局作成。津波到達時間は気象庁及び港湾局の観測による。

○今回の津波の特徴として、津波高さが防波堤や防潮堤等の設計外力を大きく上回り、背後地や施設に甚大な
被害を与えた。また、避難計画等を定める地域防災計画における想定をも上回り、多くの人命が失われた。

※津波高さは港内の代表的地点の値、到達時間は東北地方太平洋沖地震の発生（14:46）
から津波の最大波が到達した時間で港周辺の計測地点における値。

2011年3月11日
15時25分 M7.5

＜津波の高さ（ｍ）＞
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４－２ 津波警報・注意報等の時系列変化

11日 14:46 【本震】三陸沖（M:7.9→9.0）
11日 15:06 三陸沖（M:7.0）

2011年3月11日14時49分
岩手、宮城、福島県沿岸に大津波警報を発表

港湾空港技術研究所資料、気象庁報道発表資料を元に国土交通省港湾局作成

地震発生時刻

3月11日 3月12日 3月13日

2011年3月13日7時30分
津波警報を津波注意報に変更

2011年3月11日15時14分
青森県太平洋沿岸、茨城県、千葉県九十九里・房総沿岸に大津波警報を発表

2011年3月11日15時30分
北海道太平洋沿岸、伊豆諸島沿岸に大津波警報を発表

2011年3月11日16時08分
青森県日本海沿岸、千葉県内房、小笠原諸島、相模湾・三浦半島、静岡県、和歌山県沿岸に大津波警報を発表

2011年3月12日20時20分
大津波警報から津波警報へ変更

2011年3月13日17時58分
津波注意報解除

11日 15:15 茨城県沖（M:7.4）
11日 15:26 三陸沖（M:7.2）
11日 15:57 茨城県沖（M:6.1）
11日 16:15 福島県沖（M:6.8）

11日 17:47 茨城県沖（M:6.0）
11日 17:19 茨城県沖（M:6.7）
11日 17:12 茨城県沖（M:6.4）

11日 16:29 三陸沖（M:6.6）

11日 20:37 岩手県沖（M:6.4）
11日 21:13 宮城県沖（M:6.1）
11日 21:16 岩手県沖（M:6.0）

12日 0:13 茨城県沖（M:6.6）
12日 0:19 茨城県沖（M:6.2）

12日 5:11 三陸沖（M:6.1）
12日 4:47 秋田県沖（M:6.4）
12日 4:03 三陸沖（M:6.2）
12日 3:11 福島県沖（M:6.0）

12日 10:46 福島県沖（M:6.4）

12日 23:43 岩手県沖（M:6.1）
12日 22:15 福島県沖（M:6.0）

13日 7:13 福島県沖（M:6.0）
13日 8:25 宮城県沖（M:6.2）
13日 10:26 茨城県沖（M:6.4）

：M9.0 ：M8.0 ：M7.0 ：M6.0

警報・注意報の発表時系列
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記録 15:12

最大波6.7m



４－３ 港湾における地震動スペクトルの比較

【出展】港湾空港技術研究所調査結果

○一般に0.3-1Hz前後の周波数帯のスペクトルが高い場合、港湾構造物への被害が大きくなる。

○今回の地震に関する当該周波数帯のスペクトルをみると、釜石港や仙台塩釜港に比べて、南
部に位置する小名浜港で卓越していた。
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＜釜石港＞ ＜仙台塩釜港＞ ＜小名浜港＞



・東北地方太平洋側沿岸の複数のGPS波浪計で、津波の第1波を、沿岸に到達する10分ほど前に捉え、これを見た気象庁が津
波警報引き上げ*を行なった。
（＊宮城県：津波高さ予想6m→10m以上 岩手・福島県：津波高さ予想3m→6m 青森・茨城県：津波警報→大津波警報）

・後のデータ解析の結果、岩手県南部沖（釜石沖）のGPS波浪計による第1波の6.7mが最大の観測値であったことが判明した。
・津波の峰の高さは、第1波が突出して高く、以降徐々に低くなっていた。第1波の波形を詳しく見ると、地震発生から15分後の
15:01分から約6分間で2m程度上昇した後に、続く約4分間でさらに4m以上も急激に上昇したことが確認された。

４－４ ＧＰＳ波浪計による津波観測
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陸上局
（GPS基地局）
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GPS衛星

波

ＧＰＳ波浪計システムの概要

水深
100m～400m程度

約20km

事務所

測位精度 数cm
GPS波浪計

＊沖合では沿岸に比べて津波の高さは小さくな
る。津波警報が発表（気象庁所管）される程度
の高さの津波が沿岸に来襲する場合（沿岸で
津波の高さが１ｍ以上）では、 ＧＰＳ波浪計
を設置している沖合でも津波成分を検出可能
であると考えられる。
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＊数字はいずれも概数
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